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抄　
　

録

　

雑
誌
『
雄
弁
』
は
、一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
創
刊
さ
れ
、廃
刊
と
な
る
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
ま
で
、

三
二
年
間
に
わ
た
り
、
弁
論
に
関
心
を
も
つ
若
者
層
を
対
象
に
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
の
期
間
、
弁
論
関
係
を
扱

い
続
け
た
雑
誌
は
他
に
な
い
。

　

し
か
し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
総
目
次
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
、
国
立

国
会
図
書
館
が
検
索
用
に
各
記
事
の
一
覧
を
検
索
画
面
に
表
示
し
た
が
、同
館
所
蔵
の
資
料
を
基
に
し
て
い
る
た
め
、

欠
号
は
そ
の
ま
ま
の
表
示
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
の
欠
号
を
こ
こ
に
資
料
紹
介
と
し
て
掲
載

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
雄
弁
』
全
号
の
記
事
を
一
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
雄
弁
、
目
次
、
雑
誌

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉資

料
紹
介　

雑
誌
『
雄
弁
』
総
目
次

熊　

谷　

芳　

郎

　

し
か
し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
総
目
次
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
刊

行
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
、
国
立
国
会
図
書
館
が
検
索
用
に
各
記
事
の
一
覧
を
検

索
画
面
に
表
示
し
た
が
、
同
館
所
蔵
の
資
料
を
基
に
し
て
い
る
た
め
、
欠
号
は
そ

の
ま
ま
の
表
示
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
の
欠
号
を
こ
こ
に

資
料
紹
介
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
雄
弁
』
全
号
の

　

雑
誌
『
雄
弁
』
は
、
野
間
清
治
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、
現
在
の
株
式
会
社
講
談

社
の
淵
源
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
創
刊
さ
れ
、

廃
刊
と
な
る
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
ま
で
、
三
二
年
間
に
わ
た
り
、
弁
論
に

関
心
を
も
つ
若
者
層
を
対
象
に
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
の
期
間
、
弁
論
関
係
を

扱
い
続
け
た
雑
誌
は
他
に
な
い
。
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資料紹介　雑誌『雄弁』総目次

【
第
二
二
巻　

第
五
号
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
六
年
五
月
一
日

　
　
　
　
　

雄
弁
五
月
号
目
次

日
本
の
風
光
は
富
国
の
資
源 

国
際
観

光
局
長　

新
井
堯
爾
…
…　
一
四

天
恵
豊
な
る
大
ア
マ
ゾ
ン 

ア
マ
ゾ
ン

探
検
隊
長　

上
塚　

司
…
…　
　

四

太
平
洋
横
断
の
決
意
を
語
る 

吉
原
淸
治
…
…　
二
〇

 

◎
万
里
独
翔
の
気
概
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
逓
信
大
臣　

小
泉
又
次
郎
…
…　
　

二

◎
外
に
向
つ
て
求
め
る
な
…
…
…
…
…
…
…
日
本
女
大
校
長　

麻
生
正
蔵
…
…
一
四
四

 　
　

樹
海
（
巻
頭
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
田
幹
彦
…
…　
　

一

　
　

未
明
の
太
陽
（
長
詩
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井
上
康
文
…
…　
二
四

　
　

女
流
玉
詠
…
…
…
…
…
…（
柳
原
燁
子　

川
端
千
枝　

阿
部
靜
枝
）…
…　
六
三

 

日
露
海
戦
中
の
忘
れ

難　

き

挿
話
 …
…
…
…
…
…
…
海
軍
中
将　

森
山
慶
三
郎
…
…　
二
六

今
彦
左
と
呼
ば

れ　

た
本
郷
大
将
を
偲
ぶ
 
…
…
…
…
…
軍
事
参
議
官

陸
軍
大
将　

白
川
義
則
…
…
一
五
二

 

◎
今
期
議
会
演
説
で
光
つ
た
人
々
…
…
…
…
…
…
…
…
…
那
珂
三
郎
…
…
一
三
六

◎
祝
辞
の
述
べ
方
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹
内　

尉
…
…
一
一
六

 
◇
一
国
一
難
各
国
悩
み
の
解
剖
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
淸
澤　

洌
…
…　
九
六

◇
政
界
花
吹
雪
（
政
界
表
裏
観
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
筑
紫
次
郎
…
…　
八
六

◇
話
頭
の
人
▼
出
淵
勝
次
▼
原
蓁
一
郎
▼
チ
ヤ

プ
リ
ン
▼
萩
原
松
韻
▼
山
田
耕
作
 …
…
…
…
…
…
…
…
Ｘ

Ｙ

Ｚ
…
…
一
七
二

藻詞
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記
事
を
一
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
原
資
料
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
た
。

　

さ
ら
に
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
原
資
料
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
出
来
る
限
り
近
似

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
記
事
の
中
で
の
軽
重
も
判
断
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
国
会
図
書
館
が
公
開
し
て
い
る
も
の
で
は
、
検
索
用
で
あ
る
た
め
レ
イ

ア
ウ
ト
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
レ
イ
ア
ウ
ト
を
反
映
し
た
総
目
録
の
刊
行

が
待
た
れ
る
。
ま
た
、
漢
字
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
す
べ
て
新
字
体
に
改
め

た
が
、
人
名
に
つ
い
て
は
旧
字
体
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。
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時
事
問
題
批
判
会

　

次
男
坊
三
男
坊
の
問
題
…
…
…
…
…
…
…
明
治
大
学
教
授　

赤
神
良
譲
…
…
一
二
六

　

餓
死
線
上
に
喘
ぐ
母
子
の
為
め
に
…
…
…
…
…
…
…
…
赤
松
明
子
…
…
一
二
八

　

無
産
党
と
国
際
主
義
…
…
…
…
…
…
…
東
京
日
日
論
説
部　

永
戸
政
治
…
…
一
三
一

　

議
院
内
外
の
言
論
の
自
由
…
…
…
…
…
…
…
…
弁
護
士　

大
澤
一
六
…
…
一
三
三

 

◎
発
明
界
に
輝
く
小
原
常
人
君
…
…
…
…
発
明
実
施
研
究
所　

小
村
慶
藏
…
…
一
五
八

◎
鉱
専
の
一
生
徒
か
ら
年
収
一
万
円
の
鉱
山
長
 …
…
…
秋
田
魁

新　

報　

皆
川
哲
雄
…
…
一
〇
四

◎
副
業
養
鶏
の
新
経
営
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
坂
内
文
藏
…
…
一
七
八

 

六
大
学
リ
ー
グ
戦
裏
表
 …
…
…
…
…
…
…
野
球
界
主
幹　

横
井
春
野
…
…
一
八
〇

 　
　

◁
時
事
漫
画
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宍
戸
左
行
…
…　
八
六

　
　

◁
昭
和
柳
樽
（
当
選
句
発
表
） …
…
…
…
…
…
…
…
谷
脇
素
文
…
…
一
三
五

　
　

◁
あ
わ
て
者
の
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
志
村
和
夫
…
…
一
二
四

　
　

◁
動
物
狂
進
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
耳
野
三
郎
…
…
一
五
〇

　
　

◁
青
春
風
景
…
…
…
…
…
…
…
…
…
雅　

光　
　

鳥　

平　
　

久
仁
於

英
比
古　
　

三
太
郎　
　

義　

夫　

秋
風
…
…
一
八
六

 

 …
…
…
…
…
…
…
床
次
竹
二
郎
…
…
一
四
六

 …
…
…
…
…
…
…
加
藤
咄
堂
…
…
一
四
八

一
代
で
五
百
万
円
以
上
彼
は

か
う
し
て

巨
富
を
な

し
た
 …
…
…
…
…
…
…
川
口
規
矩
雄
…
…　
七
八

画　漫◎
表
彰
祝
賀
会
に
於
け
る
祝
辞
と
謝
辞

八
甲
田
山
遭
難
悲
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
原
忠
三
郎
…
…　
六
六

海
底
の
神
秘
を
探
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
手
記
…
…
一
〇
六

 

◎
角
力
取
り
見
聞
雑
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
報
知
新
聞
社　

佐
藤
三
郎
…
…
一
七
〇

◎
動
物
の
奇
癖
物
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
輪
貞
策
…
…　
六
四

 

〇
表
紙
『
勇
飛
』
…
多
田
北
烏
…  

〇
講
談
社
ニ
ユ
ー
ス
…
…
…
…
…
一
六
四

〇
日
本
を
世
界
に
紹
介
し
た
人
々
…
村

田

生

… 

七
五 

〇
読
者
ク
ラ
ブ
…
…
…
…
…
…
…
二
一
六

〇
娯
楽
室
…
…
…
…
長
岡
規
矩
雄
… 

三
六 

〇
新
人
常
識
辞
典
…
…
…
…
…
…
一
八
六

〇
民　

謡
…
…
…
…
時
雨
音
羽
選
…
二
一
四 

〇
絵
さ
が
し
当
選
者
発
表
…
…
…
二
一
六

 

演
説
会
風
景
座
談
会
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
三
八

出　

市
川
房
枝　
　
　
　

高
島
米
峰　
　
　
　

後
藤
隆
之
助

席　

原
惣
兵
衛　
　
　
　

久
留
島
武
彥　
　
　
　

淸
澤　

洌

者　

加
藤
咄
堂　
　
　
　

松
本　

材　
　
　
　

杉
浦
武
雄

 

◇
各
界
時
事
カ
メ
ラ
の
記
録
・
史
上
に
輝
く
大
雄
弁
 …
…
グ
ラ
ビ
ヤ
口
絵

◎
職
業
婦
人
の
第
六
感
物
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
戸
川
浪
彌
…
…
一
一
八

◎
こ
ん
な
国
に
生
れ
た
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
諸

名

家
…
…　
九
四

◎
壇
上
ユ
ー
モ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
代
議
士
六
名
…
…
一
六
〇
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資料紹介　雑誌『雄弁』総目次

― 139 ―

　
　
　

追
懐
更
に
新
な
り
…
…
…
…
…
…
…
…
陸
軍
大
臣　

宇
垣
一
成
…
…
一
九
二

　
　
　

歯
車
と
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
越
重
役　

濱
田
四
郎
…
…
一
九
三

　
　
　

表
彰
の
栄
誉
を
祝
ぐ
…
…
…
…
東
京
市
社
会
教
育
課
長　

池
園
哲
太
郎
…
…
一
九
四

　
　
　

映
画
の
浄
化
運
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
立
花
高
四
郎
…
…
一
九
六

　
　
　

木
の
股
か
鶴
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
陸
軍
中
将　

長
岡
外
史
…
…
一
九
八

　
　
　

比
翼
の
鳥
の
や
う
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
田
わ
か
…
…
一
九
九

 

恐
人
猿
（
冒
険
神
秘
小
説
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
林
宗
吉
…
…
二
九
八

 

◎
本
の
生
ひ
立
ち
…
…
…
…
…
…
…
…
…
前
日
比
谷
図
書
館
長　

今
澤
慈
海
…
…
一
八
四

◎
増
加
す
る
ル
ン
ペ
ン
の
群
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
福
部
隆
輝
…
…　
八
四

◎
泰
西
文
豪
逸
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原　

久
一
郎
…
…
一
六
六

 

誌
上
公
開
演
説
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
前
田
多
門
選 

▽
現
代
苦
と
東
洋
心
…
土
屋
一
郎
…
二
〇
一 

▽
海
外
発
展
を
論
ず
…
小
墻
龍
一
…
二
〇
七

▽
校
門
を
去
ら
ん
と
し
て
…
茂
木
祐
作
…
二
〇
三 

▽
天
に
聴
く
…
…
…
…
園
村
背
川
…
二
〇
九

▽
民
衆
と
個
人
…
…
…
神
田
末
男
…
二
〇
五 

▽
盲
青
年
よ
命
懸
け
で
や
ら
う
…
横
田
全
治
…
二
一
一

 

◎
温
室
の
屍
像
（
怪
奇
小
説
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
塚
原
健
二
郎
…
…
二
七
四

 

◎
夢
見
る
森
林
（
社
会
小
説
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木
味
津
三
…
…
二
一
八

◎
人
生
突
進
記
（
諧
謔
小
説
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
中
峯
太
郎
…
…
二
五
六

辞式範模
例説演拶挨

 

◎
若
き
灯
台
守
と
老
教
師
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
山
下
草
作
…
…
二
三
八
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【
第
二
二
巻　

第
六
号
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
六
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　

雄
弁
六
月
号
目
次

 

◎
ス
ポ
ー
ツ
と
若
き
日
本
（
巻
頭
言
） …
…
…
工
学
博
士　

山
本
忠
興
…
…　
　

一

 

◎
試
練
に
打
克
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
男　
　

爵　

若
槻
禮
次
郎
…
…　
　

二

◎
共
同
社
会
へ
の
展
望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
賀
川
豐
彥
…
…　
　

四

◎
心
の
目
を
開
け
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
文
学
博
士　

松
村
武
雄
…
…　
一
六

◎
生
き
る
と
い
ふ
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
大
教
授　

石
丸
梧
平
…
…
一
一
六

 

◎
海
国
の
朝
（
長　

詩
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
白
鳥
省
吾
…
…
一
四
二

◎
仰
ぎ
見
よ
（
外
国
詩
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幡
谷
正
雄
…
…　
二
六

 

時
運
到
る
！　

栄
誉
の
新
大
臣
 …
…
…
…
…
…
川
口
規
矩
雄
…
…　
　

八

 　
　
　

日
魯
魚
の
争
ひ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
朝
日

外
報
部
長　

町
田
梓
樓
…
…　
一
八

　
　
　

教
育
受
難
と
民
政
内
閣
の
責
任
…
…
…
早
大
教
授　

帆
足
理
一
郎
…
…　
二
〇

　
　
　

蚕
糸
業
の
窮
状
と
対
策
…
…
…
…
…
…
時
事
新
報

経
済
部
長　

森
田　

久
…
…　
二
二
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 Magazine “Yuben” Vol. 22, No. 5, No. 6 Table of Contents 

Yoshirou KUMAGAI   

 Abstract 

 　 The magazine “Yuben,” which was issued for young people who were interested in debate, 

was launched in 1910 (Meiji 4), ran for thirty two years until 1941, and was wastefully published.  

There were no other magazines that dealt with debate during this period.

　 However, until now, no compiled table of contents has been published.  Recently, the National 

Diet Library displayed a list of each article in their online catalog for searching; however, as the 

details were based on the materials in the same library, missing notes were not displayed.  

Therefore, I decided to publish an abbreviation of the National Diet Library’s collection as a 

document introduction here.  By doing so, it has been possible to list articles of “Yuben” by 

matching them with those of the National Diet Library. 

 Key words: Yuben, table of contents, Magazine 
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